


















 

瓢ひ
ょ
う

湖こ

あ
や
め
園

　

瓢
湖
の
あ
や
め
園
に
は
二
一
五
種
、
約
五
〇
万
本
の
あ
や
め
が
咲
き
ま
す
。
毎
年
六
月

の
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
あ
や
め
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
期
間
中
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が

行
わ
れ
ま
す
。
瓢
湖
で
は
、
春
に
は
桜
ま
つ
り
、
夏
に
は
蓮
ま
つ
り
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

北
国
に
は
珍
し
い
オ
ニ
バ
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

問
合
先

：

〇
二
五
〇
ー
六
二
ー
二
六
九
〇
（
瓢
湖
管
理
事
務
所
）

作品に
まつわる
ご紹介

















 

赤あ
か

谷だ
に

　

新
発
田
藩
と
会
津
藩
を
結
ぶ
街
道
の
要
衝
に
あ
っ
た
赤
谷
は
、
戦
の
場
と
も
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
會
藩
戦
死
碑
、
角
石
原
古
戦
場
跡
な
ど
の
石
碑
が
伝
え
ま
す
。
明
治
期
以
降

は
鉄
鉱
石
な
ど
を
産
出
す
る
鉱
山
の
町
と
し
て
も
栄
え
ま
し
た
。
現
在
も
採
掘
現
場
跡
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

作品に
まつわる
ご紹介



















 

長な
が

池い
け

憩い
こ

い
の
森
公
園

　

長
池
憩
い
の
森
公
園
で
は
、
毎
年
四
月
下
旬
か
ら
五
月
上
旬
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
公
園
に
は
、
春
の
菜
の
花
、
夏
の
ひ
ま
わ
り
、
秋
の
コ
ス

モ
ス
と
次
々
に
花
畑
が
現
れ
ま
す
。
公
園
の
あ
る
胎
内
市
は
、
球
根
用
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の

生
産
量
が
全
国
一
で
す
。

　

問
合
先

：

〇
二
五
四
ー
四
三
ー
六
一
一
一
（
胎
内
市
農
林
水
産
課
）

作品に
まつわる
ご紹介

















 

五い

十じ

公み

野の

公
園
あ
や
め
園

　

五
十
公
野
公
園
あ
や
め
園
に
は
、
一
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
積
に
三
〇
〇
種
、
約

六
〇
万
本
の
あ
や
め
が
咲
き
ま
す
。
日
本
四
大
あ
や
め
園
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
全
国
都

市
公
園
一
〇
〇
選
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
六
月
の
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
あ

や
め
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

問
合
先

：

〇
二
五
四
ー
二
六
ー
六
七
八
九
（
新
発
田
市
観
光
協
会
）

作品に
まつわる
ご紹介
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